
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー クラスポール＆レースベストラップで速さを証明 ー 

ENEOS スーパー耐久シリーズ 2026 Empowered by BRIDGESTONE 第 6戦 スーパー耐久レース in岡山が、10月 24

日～25日の 2日間にわたり岡山国際サーキットで開催された。72号車 OHLINS CIVIC NATSは金井亮忠・山野哲也・野

島俊哉のレギュラー3名体制で、第 4戦 SUGOから約 3ヶ月半の準備期間を経て臨んだ巻き返しの一戦。72号車が出走す

るグループ 2は、土曜日に公式予選、日曜日午前に 3時間レースの決勝が行われた。 

 

24日（土）の公式予選は曇りで路面はウエットのコンディション。Aドライバー予選で金井が 1分 39秒 399、続く Bドラ

イバー予選で山野が 1分 39秒 119を記録し、それぞれのセッションでクラス最速タイムをマーク。合算 3分 18秒 518で

ST-2クラスのポールポジションを獲得するとともに、翌日の決勝をグループ 2総合ポールポジションからスタートすること

となった。 

 

25日（日）午前の決勝は、スタート直前に降った雨により路面がウエットに。周囲がウェットタイヤに履き替える中、72号

車は雨雲レーダーの読みから 30分ほどで路面が乾くと予測し、クラス唯一のスリックタイヤで金井がスタートを切った。し

かし路面は想定より乾きが遅く、50分ほどかかってようやく乾き始め、この間に失ったタイムが大きく響いた。金井から野

島へ交代する際にはタイヤを交換せず、ピットストップの時間を短縮。終盤のスティントを託された山野が 1分 41秒 518

のレースベストラップを叩き出すなど追い上げを見せた。優勝は 225号車 KTMS GR YARIS、2位は 13号車 ENDLESS 

GRYARIS。72号車は 96周を走り切り、ST-2クラス 3位でチェッカーを受けた。 

 

SUGOでのトラブルから徹底的な改善を重ねて掴んだ今季 3度目の表彰台。ポールポジションとレースベストラップが、72

号車の速さを証明する一戦となった。次戦は 11月 14日～15日に富士スピードウェイで開催されるシーズン最終戦。優勝

を目指して、チームは最終調整に取り掛かる。 

2026年 10月 27日 

OHLINS CIVIC NATS 岡山で 3位表彰台 

DRIVING MAGIC × NATS日本自動車大学校 Race Report 



 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大会概要／レース結果 

山野哲也 

金井亮忠 

野島俊哉 

豊福大樹 

「シーズンオフ中のテストが効果を発揮し、エンジン系統は調子よく、ハンドリングも素晴らしかっ

た。決勝スタート直前に雨が降るという厳しいスタートとなったが、チャレンジしたスリックタイヤス

タートで FF勢トップとなることができた。個人的には予選、決勝中のベストラップ共にレース最速タ

イムが出せたことが嬉しい大会だった。」 

「今回は初日から好感触で、予選ではポールポジションを獲得でき、マシン造りに携わる立場としても

嬉しい結果となりました。決勝はタイヤ選択が噛み合わず厳しい展開でしたが、無傷でバトンをつなぎ

3位を獲得することができました。チーム力の高さを見せることができたレースになったと思います。

最終戦は優勝で締めくくれるよう、しっかり準備して臨みます。」 

「予選は A・Bドライバーともに大きな差をつけてトップとなり、高いパフォーマンスを発揮できまし

た。決勝はドライアップを狙いスリックタイヤでのスタートにチャレンジしましたが想像よりも路面の

乾きが遅く、順位を落としてしまいました。レース全体を通して安定したペースを刻むことができたの

は良かったと思っています。次戦も目前に迫っていますので優勝に向け万全の準備を整えて行きます。」 

「初日の走り出しから車に速さがあり、非常に乗り易い印象でした。自分が担当したのは路面が乾いて

いく複雑なコンディションのスティントでしたが、チームの戦略を信じてミスなく役割を全うすること

に集中しました。車の仕上がりが良かったので、タイヤ無交換でも良いレースペースを維持できまし

た。残り一戦、最終戦の富士では優勝を目指して全力で臨みます。」 

大会名 

日程 

 

ドライバー 

 

ゼッケン 車両 

 

予選結果／タイム 

決勝結果 

ＥＮＥＯＳ スーパー耐久シリーズ 2026 Empowered by BRIDGESTONE  

第 6戦 スーパー耐久レース in 岡山 

2026年 10月 24日～10月 25日 

金井亮忠／山野哲也／野島俊哉 

No.72 OHLINS CIVIC NATS 

 

ST2クラス 1位／A:金井 1分 39秒 399 (1位) B:山野 1分 39秒 119 (1位) 

ST2クラス 3位 


